
受講
無料

コロナ後の私たちの暮らしを考える

華頂公開講座 全4回第  　 回13
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13:30   15:00

2024

各回70名
京都華頂大学・華頂短期大学
６号館４F「華頂ホール」

各回 開催日の５日前

先着順

事前にお申し込みをしていただく必要が
あります。定員になり次第、締め切ります。

8.20 日-1.20 土日
時

定
員

会
場

要予約

申し込み締め切り

生活情報学科
開設記念講演

近年、情報通信技術の革新により、私たちの
日々のくらしや社会生活が大きな変化を遂げ
る中にあって、本学では、新時代の「ウェブに
強い社会人」の育成を目指して、2024年度に
「生活情報学科」の設置を予定しています。
このため本年度は、新学科着任予定の教員に
よる、コロナ後の経済と情報通信技術をテーマ
とした公開講座を開催し、地域社会の活性化
に貢献したいと存じますので、皆様ぜひご参加
ください。

（設置届出中）

　参加申し込みは
こちらから
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華頂で
つながる 〒605-0062　京都市東山区林下町3－456　TEL：075-551-1600　E-mail：kikaku@kacho-college.ac.jp 
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京 都 華 頂 大 学・華頂短期大学

後援：京都市教育委員会



日 時

定 員 会 場

2023.8.20（日）

講師 積 高之
京都積事務所 代表・ウェブ解析士協会事業推進部長
（2024年度より現代生活学部 生活情報学科 准教授着任予定）

コロナ禍による生活様式の変化に伴い、ウェブマーケティング
は企業にとってますます重要になっています。本講演では、コロ
ナ禍でのウェブマーケティングの変化と効果的な活用方法に
ついて解説し、将来のキャリアにおいてウェブマーケティング
をどのように活用できるかについてもお話しします。

第1回

ウェブマーケティングの現在と未来

京都華頂大学・華頂短期大学
公開講座事務局

お申し込み・お問い合わせ
〒605-0062　京都市東山区林下町3-456

kikaku@kacho-college.ac.jp

075-551-1600 075-551-1625

E-mail

T E L F A X

お申し込み方法
二次元バーコードからのお申し込み、またはハガキ・ＦＡＸ・電子メールで、郵便番号、住
所、氏名（フリガナ）、年齢、性別、電話番号、「第13回華頂公開講座○回目希望」を明記の
うえ、下記の申し込み先までお送りください。手続き完了後「受付票」をお送りいたします。 
（※お預かりした個人情報に関しましては、公開講座以外の目的には使用いたしません。） 

各回 開催日の5日前申し込み
締め切り

先着順

2023.9.24（日）

講師 佐藤 善信
関西学院大学 名誉教授

（2024年度より現代生活学部 生活情報学科 教授着任予定）

コロナ禍でリモートワーク（ワーケーション）、リモート授業などが一
挙に普及した。それにともなって都会から地方への移住者（特に子育
て世代）も増加した。しかし、コロナがインフルエンザと同等の位置づ
けになり、リアルな世界が復活しつつある。コロナ後のリモートの世
界とリアルな世界との関係性について、わかりやすく解説いたします。

第2回

リモートの世界はどこまで進展するのか？

2023.12.10（日）

講師 関口 太樹
京都華頂大学 准教授

（2024年度より現代生活学部 生活情報学科 准教授就任予定）

暮らしの拠り所である住まい。その形態は時代背景や環境
との葛藤の中で変化してきた。住まいの変遷を辿ることで、
人が積み重ねたイノベーションを振り返るとともに、現在の
日本が直面する課題との向き合い方を探る。

第3回

住まいの変遷とこれから

2024.1.20（土）

講師 上田 有里奈
京都華頂大学 准教授

（2024年度より現代生活学部 生活情報学科 准教授就任予定）

コロナ禍での外出自粛やテレワークの推進による家族で過ごす時間の
増加は、家族関係の重要性を再認識する人の増加や、男女によるワー
クライフバランスの改善につながる良い変化をもたらした。他方、家庭
内暴力や虐待、孤独・孤立等の問題も浮き彫りにした。コロナ禍で可視
化された課題から何を学び、今後どう活かせるかについて考察する。

第4回

コロナ禍で可視化された家族をめぐる諸問題から
何を学び、今後の生活にどう活かせるか

京都華頂大学・華頂短期大学
６号館４F「華頂ホール」
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